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平成２１年１１月２４日

国土交通省 関東地方整備局

（再評価）

国道４号
石橋宇都宮バイパス

資 料 3 - 4 - ①

関 東 地 方 整 備 局

事業評価監視委員会

（平成２１年度第３回）
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事業評価監視委員会 道路事業 位置図
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①事業採択後、5年以上経過した時点で未着工

②事業採択後、10年以上を経過した時点で継続中の事業

③準備・計画段階で、5年が経過している事業

④再評価実施後、5年間が経過している事業

⑤社会経済情勢の変化等により再評価の実施の必要が生じた事業

：再評価

：事後評価
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１．事業の目的と計画の概要１．事業の目的と計画の概要
（1）目的
・交通渋滞の緩和

・交通安全の確保

・地域開発の活性化

（2）計画の概要

2

区 間 ：自）栃木県河内郡上三川町下蒲生

至）栃木県宇都宮市平出工業団地

計画延長 ：18.7km

幅 員 ：38.5m

道路規格 ：第3種第1級

設計速度 ：80km/h

車 線 数 ：6車線

事 業 化 ：昭和45年度

事 業 費 ：約600億円

計画交通量：51,500～65,400台/日

とちぎけん かわちぐん かみのかわまち しもがもう

とちぎけん うつのみやし ひらいでこうぎょうだんち

位 置図

標準横断図

至 東京

至 福島
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２ ．事業進捗の状況２ ．事業進捗の状況

昭和44年4月 都市計画決定 平成12年度 全線４車線暫定供用

昭和45年度 事業着手･用地買収着手 平成12年度～ 順次６車線化整備

昭和47年度 工事着手 平成19年度 瑞穂野跨道橋完成

昭和59年度 全線２車線暫定供用 平成21年度 問屋町跨道橋完成（予定）

区間① 区間② 区間④ 区間⑤ 区間⑥ 区間⑦

「石橋宇都宮バイパス」の事業経緯

凡 例

高速道路

新４国道

国道

主要地方道

一般県道

市道
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凡例

H17センサス交通量

（混雑度）

47,783台/日
（1.09）

63,669台/日
（1.25）

59,212台/日
（1.34）

61,822台/日
（0.83）

48,985台/日
（1.34）

区間③

至 茨城

至 群馬

至

埼
玉

至

福
島

17,266台/日
（1.05）

21,507台/日
（1.35）

29,440台/日
（1.74）

25,319台/日
（1.22） 30,009台/日

（1.24）
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３－１．事業の必要性に関する視点３－１．事業の必要性に関する視点
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・平成21年度までに約17km（全体計画の約9割）が６車線で完成
・平出や上蒲生など未整備区間を中心に、未だ混雑している区間がある

（１）交通状況〔渋滞損失時間〕

平出第２跨道橋南交差点（上り）

東京方面

福島方面

平出第１跨道橋北交差点（下り）

福島方面

東京方面

問屋町交差点（上り）

上蒲生南交差点（下り）

福島方面

東京方面
資料：プローブ調査結果（平成20年度）

（旅行速度）
40km/h以下
30km/h以下
20km/h以下

（旅行速度）
40km/h以下
30km/h以下
20km/h以下

東京方面

福島方面

資料：平成20年度プローブデータ
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３－２．事業の必要性に関する視点３－２．事業の必要性に関する視点
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（２）交通状況〔交通事故〕

・平出第１跨道橋北交差点や上蒲生南交差点を中心に、交差点部での追突による
事故が多発している。

4

123

123

4

立体化により速度低下がなくなり追突事故等ゼロ継続中立体化開通による効果

整備前：平成18年度走行調査

立体化により渋滞が緩和

瑞穂野団地入口交差点
周辺における著しい渋滞

整備前

整備後
7.8

2.0

1.3

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

対策前 対策後

年
平
均
事
故
件
数

追突 右折時 その他（件／年）

※事故件数は、
対策前：H12～H15の4年間
対策後：H19.7～H20.7の12ヶ月間

の事故件数を年間値に換算したもの

事故ゼロを
継続

０件／年

瑞穂野跨道橋

121

121

整備後：平成19年10月走行調査

至 福島

至 東京

至 福島

至 東京

瑞穂野跨道橋

交差点周辺は渋滞緩和

依然として渋滞が解消され
ない問屋町交差点周辺

問屋町交差点

問屋町交差点

瑞穂野団地入口交差点の立体化による整備効果事例

整備前 整備後

上
蒲
生
中
交
差
点

上
蒲
生
南
交
差
点

至
福
島

至
東
京

資料：平成19年度交通事故データ

凡 例
■： ～ 50 件/億台km・年
■： 50～100 件/億台km・年
■：100～150 件/億台km・年
■：150～ 件/億台km・年

：管内直轄国道平均（42.2件/億台km・年）
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3

475

41

56
22

対象区間における

車両相互の事故種別

正面衝突

追突

出会い頭

右折

左折
資料：平成15～18年度交通事故データ
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３－３．事業の必要性に関する視点３－３．事業の必要性に関する視点

・国道４号石橋宇都宮バイパス周辺には、多くの工業団地や流通拠点が開発され
ており、当該路線は産業振興に寄与している。

6

（３）周辺の開発状況

平出工業団地

インターパーク宇都宮南

宇都宮テクノポリスセンター

出典：宇都宮市

位 置図●工業団地

団　地　名 総面積（ha） 分譲開始

芳賀高根沢工業団地 226.4ha S52

宇都宮テクノポリスセンター 177.2ha H17

平出工業団地 304.1ha S37

芳賀工業団地 248.4ha S63

宇都宮清原工業団地 387.6ha S49

瑞穂野工業団地 30.2ha S52

インターパーク宇都宮南 137.5ha H13

日産自動車 292.2ha S43

石橋第一工業団地 8.7ha S37

石橋第二工業団地 11.7ha S40
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■総便益（Ｂ）

■総費用（Ｃ）

道路事業に関わる便益は、平成42年度の交通量を、整備の有無それぞれ
について推計し、「費用便益分析マニュアル」に基づき３便益を計上した。
【３便益：走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益】

当該事業に関わる建設費と維持管理費を計上した。

■計算条件

・基準年次 ：平成21年度
・供用開始年次 ：平成26年度
・分析対象期間 ：供用後50年間
・基礎データ ：平成17年度道路交通ｾﾝｻｽ
・交通量の推計時点：平成42年度
・計画交通量 ：51,500～65,400（台/日）
・事業費 ：600億円

４．費用対効果（計算条件）４．費用対効果（計算条件）

【参考：前回評価(H16)】
平成16年度
平成23年度
供用後40年間
平成11年度道路交通ｾﾝｻｽ
平成42年度
73,400（台／日）
550億円
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４．費用対効果（事業費変更）４．費用対効果（事業費変更）

環境対策や地盤改良などの追加による事業費を精査した他、渋滞や事故対策のため
に平面交差点について、立体を延伸することにより、渋滞の緩和及び交通安全性の
向上を図った。（約55億円増加）

8
出典：宇都宮市

[主な見直し概要]
・沿道状況の変化に伴う環境対策や軟弱地盤対策を追加
・詳細な検討を実施した結果、連続立体と平面交差点の距離が短い箇所では、渋滞や追突事故などが発生すること
から、渋滞・事故対策として立体部の延伸を実施

■連続立体の延伸

〈変更前〉 〈変更後〉

立
体
交
差
点

立
体
交
差
点

立
体
交
差
点

立
体
交
差
点

立
体
交
差
点

平
面
交
差
点

距離が短い

追突事故
正面衝突

立体部の延伸

渋滞及び事故
の要因を排除

交通渋滞

【事業費の増加】
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４．費用対効果（事業費変更）４．費用対効果（事業費変更）

上部工の軽量化、基礎の見直し、プレキャストブロックの採用により、立体化の
事業費を約５億円縮減

9
出典：宇都宮市

[見直し概要]
・上下部工を鋼製として軽量化。これにより、地盤に作用する死荷重を低減し、基礎規模をコンパクト化。
・上下部工のプレハブ化、盛土部への組立ブロック擁壁の採用により、現地での工期を短縮し、現地作業費用を縮減。

従来構造 構造の見直し 上部工の
軽量化

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾌﾞﾛｯｸ
の採用

約５０％の工期短縮

従来構造

構造の見直し

５８０日（約１９ヶ月）

２８５日（約１０ヶ月）

工事期間（ヶ月） 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

基礎の見直し

【コスト縮減の取り組み】



４．費用対効果４．費用対効果
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■■事業全体事業全体

10

基準年：平成21年度

便益便益((ＢＢ))
走行時間短
縮便益

走行経費減
少便益

交通事故減
少便益

総便益 費用便益比

（Ｂ／Ｃ）
6,292億円 1,114億円 379億円 7,785億円

費用費用((ＣＣ))
事業費 維持管理費 総費用

４．９
1,481億円 110億円 1,591億円

■■残事業残事業

便益便益((ＢＢ))
走行時間短
縮便益

走行経費減
少便益

交通事故減
少便益

総便益 費用便益比

（Ｂ／Ｃ）
181億円 30億円 15億円 226億円

費用費用((ＣＣ))
事業費 維持管理費 総費用

１４．１
12億円 4億円 16億円

注1）費用及び便益額は、整数止めとする。

注2）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

注3）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。
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５ －１．事業進捗の見込みの視点５ －１．事業進捗の見込みの視点
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・石橋宇都宮バイパスの用地収得率は１００％

・問屋町立体については、平成21年度に完成予定

・引き続き、全線６車線に向けた事業促進を図る

■暫定供用・未供用区間に係る工程表
全
線

２
／
６
車
線

供
用

全
線

４
／
６
車
線

供
用

瑞
穂
野
立
体

開
通

問
屋
町
立
体

開
通

・・・ S59 ・・・ H12 ・・・ H19 H20 H21 H22～

工
事

年度

用
地

2/6車線供用

4/6車線供用

6/6車線供用

用地進捗率
：100%
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６．今後の対応方針（原案）６．今後の対応方針（原案）

（1）事業の必要性等に関する視点

・平成12年度までに全線４車線で暫定供用し、平成21年度までに約17km（全体計画の約９

割）が６車線で供用。（残り２区間：約2km）

・現在も暫定供用区間を中心に渋滞や交通事故が多発している。

・また、当該道路周辺では、多くの工業団地や流通拠点が開発されており、更なる交通需要

の増大が見込まれている。

・費用対効果（B／C)は４.９である。

（2）事業進捗の見込みの視点

・全区間の用地取得は既に完了しており、計画的な工事の推進が可能である。

・問屋町立体については、平成21年度に完成予定。

（3）対応方針（原案）

・事業継続

・残区間における事業の必要性・重要性は高く、早期の効果発現を図ることが適切である。
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